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【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も 遊 技 を 司 る 機 能 を 有 す る Ｉ Ｃ を 備 え て な る 回 路 基 板 と 、
　 前 記 回 路 基 板 を 被 包 し た 状 態 で 閉 鎖 状 態 に 維 持 可 能 な 被 包 部 材 と を 備 え て な る 遊 技 機 に
お い て 、
　 前 記 被 包 部 材 内 の 少 な く と も １ 箇 所 に は 、 遊 技 の 制 御 と は 無 関 係 の 固 有 の 情 報 を 記 憶 し
て な る 記 憶 手 段 を 、 前 記 Ｉ Ｃ と は 独 立 し て 設 け る と と も に 、
　 前 記 閉 鎖 状 態 を 維 持 し た ま ま で 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 固 有 の 情 報 を 、 外 部 確 認 装
置 と の 間 で 無 線 通 信 で き る よ う 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 遊 技 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　

【 請 求 項 ３ 】
　

【 請 求 項 ４ 】
　

【 請 求 項 ５ 】
　

少 な く と も 遊 技 を 司 る 機 能 を 有 す る Ｉ Ｃ を 備 え て な る 回 路 基 板 と 、
　 前 記 回 路 基 板 を 被 包 し た 状 態 で 閉 鎖 状 態 に 維 持 可 能 な 被 包 部 材 と を 備 え て な る 遊 技 機 に
お い て 、
　 前 記 被 包 部 材 内 の 少 な く と も １ 箇 所 に は 、 遊 技 の 制 御 と は 無 関 係 の 固 有 の 情 報 を 記 憶 し
て な る 記 憶 手 段 及 び 外 部 通 信 手 段 を 、 前 記 Ｉ Ｃ と は 独 立 し て 設 け る と と も に 、
　 前 記 閉 鎖 状 態 を 維 持 し た ま ま で 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 固 有 の 情 報 を 、 前 記 外 部 通
信 手 段 を 介 し て 外 部 確 認 装 置 と の 間 で 無 線 通 信 で き る よ う 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 遊 技
機 。

前 記 Ｉ Ｃ を 内 包 す る よ う に 封 止 体 に て 封 止 し 、 封 止 体 に は 前 記 Ｉ Ｃ に 接 続 さ れ る 導 電 体
の 内 端 側 を 内 包 す る 一 方 、 該 導 電 体 の 外 端 側 を 封 止 体 か ら 露 出 さ せ 、 該 導 電 体 の 外 端 側 を
基 板 側 に 接 続 す る こ と に よ り 前 記 回 路 基 板 を 構 成 す る と と も に 、
　 少 な く と も 前 記 記 憶 手 段 を 、 前 記 封 止 体 内 に お い て 前 記 Ｉ Ｃ と は 離 間 し た 位 置 に 封 止 し
た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 遊 技 機 。

前 記 記 憶 手 段 は 、 前 記 外 部 確 認 装 置 か ら の 無 線 波 の 発 信 に 伴 い 、 自 ら 起 電 可 能 に 構 成 さ
れ 、 前 記 固 有 の 情 報 を 前 記 外 部 確 認 装 置 に 対 し て 無 線 送 信 可 能 と な っ て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の 遊 技 機 。

前 記 Ｉ Ｃ は 、 少 な く と も 遊 技 の 制 御 と は 無 関 係 の 事 項 を 予 め 記 憶 し て な る 独 立 記 憶 部 を
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備 え て お り 、 前 記 閉 鎖 状 態 を 維 持 し た ま ま 前 記 独 立 記 憶 部 と 、 有 線 外 部 確 認 装 置 と の 間 で
の 通 信 を 許 容 す る た め の 通 信 端 子 を 前 記 回 路 基 板 に 設 け 、 該 通 信 端 子 の 少 な く と も 一 部 が
、 前 記 被 包 部 材 の 所 定 部 位 か ら 露 出 し た 状 態 又 は 露 出 可 能 な 状 態 と な る よ う 構 成 し た こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の 遊 技 機 。
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